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１．JARL からのお知らせ 

JH0OPR/森田 

JARＬのＱＳＬビューロー業務を受託してきた島根県出雲市の業者が連盟に対して2026年1月末での

契約終了を申し出、これをＪＡＲＬ理事会が認めた。

転送業務の受託業者につきましては、来年２月を目処に新会社に移行する予定ですが。それまでは、現

在の受託業者が業務を継続致しますのでご安心ください。

ＱＳＬカードの新たな送付先をお知らせするまで、従来のビューロー（下記）にＱＳＬカードをお送り

ください。

  現在のＱＳＬビューロ－

     〒６９９－０５８８

     ＪＡＲＬ ＱＳＬビューロー

新会社への移行時期、ＱＳＬカードの新しい送付先につきましては、決定次第、追ってお知らせいたし

ます。

【アマチュア無線のボランティア活動についての総務省の見解】

Ｑ）社会貢献活動等によるアマチュア無線の使用において、「金銭上の利益のためでなく』とは、無償で

行うものをいうのでしょうか？

Ａ）必ずしも無償でなければならないというものではありません。

社会貢献活動等によるアマチュア無線の使用は、個人が活動の対価として受領する金品の額が当該

活動に必要な『実費に相当する額』の範囲内であれば『金銭上の利益』には当たりません。（いわゆ

る『有償ボランティア』もアマチュア業務として認められます。）

なお、国又は地方公共団体等が実施する事業にかかる地域活動（告示第２号）については、実費に

相当する額』を超えても、それが制度上又は施策上の仕組みの結果としてのものであれば、アマチ

ュア業務に含まれるものとしています。

２．大平園地駐車場西蒲区（弥彦山）移動運用 6/29(日) 

JA0GRW/仲村 

新潟市西蒲区間瀬 JCC＃080108 GL：PM97JR、標高 520ｍ 

参加者：JH0OPR/森田、JA0AUG/塚野＆XYL、JA0GNU/室橋、JR0NVX/帆苅、JA0GRW/仲村 5 名 

ゲスト：JA0BET/齋藤、JA0FPT/佐藤、JA0LIV/山﨑、他 

 当日は、11時現地集合、その後 ANT・機器の設営。運用開始は 12：45～終了は 16：20 でした。 

天気は快晴、気温 Max29℃、弥彦山の大平園地駐車場は標高が 520ｍあり、下界より-3～-4℃気温が低

いと思われます。 

運用場所は、写真（P2）のように木陰であり、暑さは、さほど感じられません。また、虫も居なく快

適でした。 
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この日は ES が 50MHz に出ており九州（６）と個人コールで交信することが出来ました。 

 機材の片付け後、しばらく森田、帆苅、仲村で雑談して、大平園地を 17：00 過ぎに後にしました。 

QSO 頂いた方、新津クラブの方の、 

後方支援と QSO 有難うございました。 

第３回 潟ハムフェア７/20（日）燕三条市地場産センター 

JA0GRW/仲村 

日 時：7月 20 日（日）10：00～15：30（実働 08：00～16：30） 

会 場：燕三条地場産センター メッセピア 1階大ホール（面積 1/2 使用） 

参加者：JH0OPR/森田、JA0AUG/塚野、JA0GCB/小林、JA0GRW/仲村、JH0JVA/高橋、JR0NVX/帆苅 

JJ0XEY/伊藤  7 名 

8：10 器材搬入、準備 

10：00 開場 

11：15 登録クラブ紹介 

11：50 記念撮影 

13：30 講演１ 最近の電波政策の動向 

14：15 講演２ 無線局の電界強度計算と 
盛況な新津クラブ・ブース

木陰で快適な運用
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提出書類について 

15；00 お楽しみ抽選会 

    予定用より 30分程時間が掛ったが、全員が 

当選する。 

16：00～16：30 後片付け、現地解散 

会場、ピーク時は会場が少し狭く感じるほどでした 

駐車場は、599 のナンバープレート車、ルーフに ANT 

が林立していました。 

新津クラブのブースは、出入り口の脇でもあり、また実働 

展示品が多いことも幸いし盛況でした。 

・3D プリンター・CW：縦振れ、バグキー ・景品 等・・・・ 

粟島浦村ペディション 9/28(日)～29 日(月)

JA0GRW/仲村

1．経緯

5 月のミーティングに、粟島ペディションを提案したところ、数人の賛同を得、実施に向け計

画しました。移動運用の様子は次のページ「粟島移動運用記」をご覧ください。

2．移動運用目的

  岩船郡粟島浦村は、村上市岩船港から北西へ、35Km の日本海に位置する。

人口は 329 人（2,023 年）、島周囲 23.1ｋｍ、面積 9.78 ㎞２、東西 4.4Km、南北 6.1Km、である。

一番高い標高は小紫山 265.6ｍである。

粟島はアマチュア無線局が常駐していなく、新潟市秋葉区からは 76Km の比較的近距離であり

ながら、そして全国的にも交信が難しいエンティティの一つである。

そこで、新津クラブが粟島浦村から電波を発射し、全国に粟島浦村の PR とアマチュア無線家

にサービスする。併せて新津クラブの懇親を深め、大いに楽しむことを目的とする。

3．日 時

9 月下旬か 10 月初旬は気候が穏やかになり、移動運用に向いている。

  実施日：9 月 28 日（日）～ 29 日（月）に決定した。 

４．行 程・時間配分

28 日（日）当日  

午前、新潟～粟島への移動時間

   午後、設営・移動運用

   夕方、民宿・懇親会

29 日（月）翌日

   粟島港緑地で移動運用、散策、資料館見学、帰路

左前方のぼり旗・メーカ展示品
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5．運 用

  多くの局にサービスしたい。秋葉区の新津クラブ局は後方支援サポート体制。

  周波数：7.0MHz、21MHz、144MHz、430MHz 10GHz 
予定したモード：CW、SSB、FM、FT8 
（実施は CW、SSB は時間の関係もあり運用しなかった）

6．設 備

ANT：DP、八木・宇田、MobileWhip パラボラ、フリーライセンス

7．運用した結果

28 日～29 日の移動運用に７名が参加しました。28 日当日は天気にも恵まれ、そして標高 230m の

高さも寄与し、絶好の移動日和になりました（マイクロ 10GHz は南西方向に樹木の枝があり BF）。
設営は予定通り 11 時頃から開始して 12 時 45 分頃から電波を発射することが出来ました。内訳はク

ラブ局 7MHz FT8 国内 111 局、21MHz FT8（12W）海外 7 局、144MHz FM8 局、430MHz FM 10
局。個人局７MHz FT8 国内、２日間で 97 局、クラブと個人局の合計は 233 局、粟島浦村（08001B）

から各局へのサービス、並びに粟島浦村役場に、表敬訪問と結果の報告をさせて頂きました。少し

は粟島浦村の PR が出来たのではないかと思います。

８．今後の課題と展望

移動運用は機材が一点でも不足した場合、電波の発射が出来なくなる虞があります。特に今回は U/V
帯で用いた IC2320 が、複数の局から電波 RS が弱い。また、後日「電波が出ていないのでは」と指摘

がありました。受信もできない周波数帯があるようです。          

せっかく待機して頂いた局には、交信が出来なく大変恐縮おります（適切な状態に較正し、維持す

ることが肝要）。

今回は天気にも恵まれ、交信した局数も合計 233 局と計画通りに実施することが出来ました。参加

者は、観光、アマ無線、懇親会等々・・大いに楽しむことが出来ました。また新津クラブ員の方から

は、QSO の相手、QSL カードの送付をして頂きました。TNX 
移動運用は楽しい、また機会がありましたら行きたいと思います。 END 

粟島移動運用記 

JH0JVA/高橋 

今回、縁があり、新津クラブの粟島ペディションに参加させて頂き大変ラッキーでした。 

また、今回の移動運用にあたり、クラブの方にお世話 

になりありがとうございました。 

思い出せば、クラブで粟島運用しよう!との話がトン 

トン拍子で進んだのでした。 

今回のペディション参加者は７名です。 

JA0AUG/塚野さん・JA0GNU/室橋さん・JA0GRW/仲村さん 

・JR0AZC/伊藤さん・JG0HZY/五十嵐さん 

JJ0XEY/伊藤さん・そして私、JH0JVA/高橋です。 運用の合間に



6 

やはり、問題は現地までの無線機材の運搬です。事前にグーグルミートなどで打ち合わせを行い、 

ひとつひとつ、問題点をクリアしながら前に進めて行きました。 

ご参考までに「粟島」とは岩船郡粟島浦村に属しており、面積は 9.78㎢・ぱっとわかりませんが、   

鳥屋野潟が 1.58㎢ですので、鳥屋野潟の約 6.3 倍くらいでしょうか。 

また、人口は 317 人だそうです。最高峰は小柴山の 265.6m です。 

さて、当日 9月 28日は心配した天気予報では、「晴れ」・翌日 29 日が雨/曇りのようです。 

乗船手続きを終え９時のフェリー「ニューあわしま」に乗船しました。(思っていたより大型船でした)

幸い揺れも無く、日本海の景色を堪能しつつ、10時 35 分(１時間 35 分)に粟島港に到着したのでした。 

さっそく今回の宿、旅館「たてしま」に道具を置き、車で約７～8分ほど曲がりくねった道を上り、 

標高 230ｍの頂まで荷物と人を運搬してもらい設営がスムーズにできた次第です。宿のスタッフの皆さん

に感謝です。 

現地は、標高もあり眼下には日本海が広がっています。やはり電波伝搬状況も良い場所のようです。 

さて、クラブメンバーはアンテナの設営に取り掛かり、７MHz・21 MHz の DP、144MHz・430MHz・10GHz の

アンテナを着々と設営していきました。 

なぜか昼間ですが、設営時にヤブ蚊に悩まされましたが、 

虫よけスプレーを持参されている方から借用できました。さすが、運用慣れしていますね。Hi 

軽く昼食をとり、時間は 12 時 30 分になりました。 

いよいよ粟島ペディション開始がスタートです。 

各局は、U・VHF を担当して QSO が始まり、私は 

7MHz で FT8 を運用しました。 

やはり、粟島移動という事もあり、かなりのパイルアップになってきます。 

コンデションは良いのですが、後からログを確認するとアンテナの指向性なのか 6 エリアが難しかった

ようです。 

また、新津クラブのメンバー局からもコールして頂き、QSO することができて一安心できました。 

全体では、やはり 1エリアの局の交信数が一番多いですね。 

特記することは、最近のリチウムイオン・バッテリーの性能向上に驚きました。鉛バッテリーと比べて

も軽く、取り回しが良いうえに大容量、まさに移動運用向けです。 

リグと PCにバッテリーを接続して連続運用し、後半に一回、交換をしたのですが、それまで電源容量は

持ったので、たいしたものだと感心しました。 

これからは、このスタイルが主流になるかもしれませんね。 

さて、3時 30 頃からは、21MHz に移動して CQ を出したところ、ロケーションが良いためか、ヨーロッパ

ではポーランド・スペイン・ロシア・スェーデンまで交信することができ感激しました。 
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標高の高さと、フルサイズ・ダイポールの威力を実感できた次第です。 

交信数はトータルで 100 局を超えたくらいですが、大変、楽しめた粟島運用でした。 

ぜひ、皆さん方もチャンスがあれば、ぜひ、体験して頂ければと思います。 

私も、ほとんど運用は固定局メインですが、パイルアップを受ける島移動運用は別世界を感じまた。 

各局、充分に QSO を堪能して 16 時に撤収準備に取り 

掛かり無事、トラブルもなく旅館「たてしま」で、 

豪華な島料理と美味しい御酒と共に、ペディションの 

ご苦労さん会が開催されました。 

特に、本場の「鯛の生き造り」は美味でした。 

各メンバー、お酒がすすみました。Hi 

29 日（月）翌日 

2 日目は各自、自由行動となり、島の散策・「歴史博物館」の見学・粟島名物の「わっぱ煮」を食べに行

かれたようです。また、公園にて無線運用を運用される方など、それぞれ「粟島」を楽しみました。 

運用されたクラブ各局、ご苦労様でした。 

また、新津クラブと共に、アマチュア無線のいろいろな楽しみ方を堪能していきましょう。 

シャック訪問シリーズ(2) JH0JVA/高橋さん

シャック訪問シリーズ今回は第２回目です

10 月 10 日（金）JA0AUG/塚野さんと一緒

に訪問させて頂きました（JA0GRW/仲村）

開局年

無線に興味が出たのは小学校の高学年ころでしょ 
うか。当時、私はBCLを趣味にしていました。 
また、親戚の方がアマチュア無線をやっていたの 
で影響を受けたと思います。 

アマ無線後の・ご褒美

翌日・粟島港緑地で運用・標高３ｍ・左 M.Whip 東屋で７MHz・FT8 運用

高級機が整然と並ぶシャック
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私が高校 2年の時、(1978 年)長野の国家試験で電話級に合格しました。
そして電信級、第２級とステップアップしていきました。 
QRO について

第 1 級アマチュア無線技士は 2002 年、和文モールスが廃止になり、英文の受信だけになった時に合格し

ました。

一アマ取得後、まもなく信越総合通信局に 500W 変更申請をしました。その中でも、落成検査に向けて

近所の家に対してのインターフェア調査が、なかなか大変な作業でした。

そのかいもあり、無事に指定事項なしで 500W 免許状が交付され現在に至っています。

無線局の設備

現在メインは IC-7610 それと IC-PW1 (リニアアンプ)です。

最近は FT8 運用が多いようです。

ほかにもアイコムの古いリグが複数台あります。

(YAESU・KENWOOD もありますが) 
V/UHF では、IC-9700 を使用しています。

アンテナは、高さ 20m のパンザマストに 21MHz と

14MHz の４エレです。7MHz～28MHz はロータリーダ

イポール、5０・144・430・GP アンテナ、3.5MHz はダイポールを使っています。

運用スタイル

私は固定運用がメインで、DXCC を楽しんでいます。DXCC とは、世界中をおおよそ 350 の地域(エンテ

ィティ)に分けて交信できたかをステータスとしています。100 地域の交信が ARRL に認定されると

DXCC 会員となります。私の DXCC は現在、280 エンティティですが 300 を目標にしています。

また、私のバイク( F750GS)にも無線機 VX-7(144・430)を搭載させてモービル運用をしています。

ヘルメット内にケテル社のスピーカとマイクを内蔵させて、ハンドル手元のスイッチで送受を切り替え

て QSO をするスタイルです。バイクと無線はコミュニケーションに最強ツールです。

愛車 BMW＆144MHz・430MHz・M・Whip数々の DXCC アワード
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行ってきた長野！ 取ってきた！ 

初めての無線従事者免許 

受験者：ラジオ局勤務（入局５年目） インタビュー：新津クラブ森田・帆苅

この度は特殊無線技士の試験に合格との事で、まずはおめでとうございます。

電波の話ができる仲間が新たに増えて、嬉しい限りです。

でも、ここからは同じ無線従事者としてやや厳しい質問も飛ぶかもしれま

せんが、よろしくお願いします。

・無線従事者の免許を取得しようと思ったきっかけ、

ラジオ局入社し、資格制度を知った当初から無線従事者免許を取得する意欲はありました

が、 

 他に覚えることや、こなさなければならない仕事があり延ばし延ばしになっていました。 

・事前準備

ラジオ局という職場柄、総合通信局から養成課程の案内が逐次届いていました。 

・申し込み

養成課程当日の二ヶ月前にネットから申し込みをし、住民票や写真は郵送でし

た。 

・受験形式、受験地

養成課程講習会：長野ターミナル会館（長野駅そば）で２日間の開講で

した。 

・長野の現在（今も昔も無線と言えば長野）

8 月の長野、青空が綺麗で、平日でも善光寺が賑わっていました。 

・講習時間など、

２日間の日程で１日目は朝９時から開始、すぐにオリエンテーショ

ン、 

 続いて法規。 

 2 日目は工学と試験、 受講者は今回 20 名程でした。 

・本番（現在の試験はどんなふうなのか？ マークシート、ＣＢＴなど）

無線工学・法規
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選択式で試験は工学・法規同時に問題と解答用紙が配られて９０分間（３０分で退室可） 

 担当者が採点後、合否は当日わかりました 

・今回の受験を通して新たな発見、例えば電波というものが、今まで以上に

イメージできるようになった、など、

アンテナや衛星、電波伝搬などに関してこれまでよりもよく分かる様になりま

した。 

そのため、受信に難がある地域や条件についてなどの理解ができ、利用者様や

小中学生への説明も可能になりました。 

また、放送業界の人々との会話が以前より広く深く出来るようになりました。 

・無線従事者の免許は、これが初めてとの事ですが、既に免許証はお手元に届きましたか？

１ヶ月程度で到着。 

 書類や写真は事前に郵送しており、免許郵送用の封筒は 1日目の最初に作成しました。 

・免許証を手にして、無線従事者となった今の気持ちは？（記者は嬉しかったです）

実務についていないのでまだペーパーですが、これからまた学びつつ知識を深めて行きた

い 

 ところです。 

・ご存知でしたか？「無線従事者は、常に無線設備の知識や技術を向上させる努力義務があ

る。」

知りませんでした。（2020 年 12 月 14 日官報にて公布・同日施行の無線従事者規則第四十七号 第

２項 

総務大臣または総合通信局長から免許証の交付を受けた者は無線設備の操作に関する知識及び技術の

向上を図るように努めなければならない）

 そこで、この勢いで、まずは「第三級アマチュア無線技士」を取得してみませんか？

（申込みは随時、その２週間後から希望日と新潟市などのＣＢＴ試験会場を選び受験できま

す。）

まずは仕事として考えているので、いつか余裕が出来た際には知見を広げたいなぁと思い

ます。 

 難易度は今回とさほど変わらず、問題分野が広がるので、次の目標にはもってこいです。

（アマ資格には、運用分野が含まれてくる。例：和文通話表・フォネティクスコード、など）

今回取得した「第二級陸上特殊無線技士」と併せて出来ることの範囲も更に広がります。

 例えば災害が起こった場合、ラジオや防災無線の場合、一方通行の情報発信は出来るもの

の、肝心の情報源が途絶えた場合、被災現場からの情報や安否確認情報すら収集が困難に

なる場合があります。

この際に例えば、アマチュア無線を使うことができれば、基地局なしに双方向での通信が

可能な上、常時受信と一斉送信ができるため、情報収集と情報の共有にとても有効です。

周波数帯・アンテナ

の種類・指向性
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 更に平素からそのネットワークを使って慣れておく事により、より強固な通信手段になり

得ます。

 もちろんそれ以外のインターネットを使った何らかの情報収集や交換は非常に有用です

が、

 ネットワークの切断や輻湊が発生し、混乱も考えられます。こういった場合に、よりシン

プルで

 原始的な通信方式を日頃から備えておく事は有用でしょう。

（例：航空無線は未だ単純なＡＭ波を使用している）

 常日頃から、操作や通信、あるいは機材の設営、セッティングなどに慣れておく事で、

 大規模災害などの有事に備えられます。

インタビューを通して、数十年前の初受験、そして電波に触れた時の初々しい感触を思い出

し、 

とても嬉しかったです（ＪＲ０ＮＶＸ：帆苅） 

無線局体験会：受験・開局相談、随時開催中です。 

新津クラブ：http://www.ja0ymp.net/ （お問い合わせフォー

ム有） 

＜アマチュア局について＞ 
・通常時の活動では、自宅、野外、モービルなど、様々な条件下で、周波数帯による特性 

 の違い、周波数の選択、様々な電波形式、様々な種類のアンテナの特性や設置などで 

 電波というものを余す所なく実感することが出来て楽しく為になる。 

これはなかなか体験できません

・世界に一つだけの自分のコールサインが手軽に取得できる。（２９００円～） 

 クラブの構成員になれば無線従事者免許証だけでクラブの無線設備を操作が可能です。 

・電波行政の申請（開局、変更、再免許など）から実際の機材、アンテナ設営まで 

一通りの無線局運用に慣れ親しむ事が出来る。 

・ アマチュア無線技士は技術操作と通信操作の両方が可能な資格です。 
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・ 自分で作った無線設備、アンテナでも電波を出すことが可能です。これは嬉しいも

のです。

【参考】 

 南海トラフの巨大地震が想定されている徳島県板野町では、町が資金を出し、道の駅板野

に 

 アマチュア無線局を設置し、アマチュア無線局を運用できる有資格者のボランティアを募

集 

 している。（自治体はアマチュア無線局の免許人になれません） 

 有資格者でなくてもアンテナの設営経験者や無線の経験者のボランティアを募集してい

る。 

 茨城県行方市は東海トラフ地震、関東大震災の発生に備えて防災通信を確保するには、 

 大きな災害になると通信設備にどんな被害が起きるのか想定するのが困難。 

 防災通信のチャネルは多ければ多いほどよいという考えで、コミュニティラジオ放 

 送、エリアテレビ（ワンセグ）放送、防災無線、携帯電話、衛星携帯電話、何チャネルも

準備している 

 茨城県のコミュニティーＦＭではアマチュア無縁技士資格と第２級陸上特殊無線技士の

無線従  

 事者免許証を所持している方がパーソナリティを努めている。時々アマチュア無線設備を

担い 

 で防災訓練にも出ている。 

 和歌山県では 

 東南海の大地震にそなえて災害 FM 局を開設するために絶対に必要な無線従事者資格 

 の所持者を事前に確保しておきたいとして、第一級総合無線通信士、第一級陸上無線技術

士、 

 第二級陸上無線技術士の免許所持者を集めている。 

 ここでもアナウンサーなど資格の不要な業務についてもボランティアを集めている。 

 また有線通信が途絶されたときに無線通信で通信を確保するとして、 

 全国的にも○○町、○○村 災害ボランティアアマチュア無線クラブも増えつつある。 
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【アマチュア無線を使用した社会貢献活動】 

１９９５年１月  阪神淡路大震災 交通情報おとび道路の損壊状況の情報、近隣 

居住者、知人等の安否の紹介、救援物資の集積輸送関連状況の伝達、食料品等を扱って 

いる商店等の紹介、公共サービスの実施状況の伝達等の支援 

２０１１年３月  東日本大震災 被災地各地の情報収集および行政機関への通報 

（１００人超が自衛隊により救出）、市役所防災拠点での中継局等設置や対策本部 

等への無線機貸出等の通信支援 

２０１９年１０月 台風１９号  アマチュア無線でＳＯＳ信号を受信し、孤立状態で 

あった老夫婦の救助要請を行政機関へ行い、救助が確認できるまでの間、アマチュア無 

線の通信を継続。 

---------------------------------------------------------------------------------  

電波行政の監督官庁である総務省 総合通信基盤局ではアマチュア無線を社会貢献 

 に利用しやすいように電波法令を改正し、令和３年３月１０日に公布・施行した。 

 この法律改正によりアマチュア無線を『災害ボランティアでの利用』また『ボランティア 

 活動』・『公の地域活動での利用』ができるようになった。 

 法令改正の前は、非常通信を行うには『有線通信が利用できないか、利用するこが著しく

困 

 難であるときなどの制約がありました。 

 法令改正により社会貢献活動等にアマチュア無線の活用ができることになったことから、 

 非常通信であるかどうかにかかわらず、非常災害時（事前・直前準備、訓練を含む）か 

 ら災害復旧時まで、継ぎ目のないアマチュア無線活動を行えるようになった。 

 アマチュア無線の社会貢献活動の範囲内での運用であれば、非常通信の報告（電波法 

 第８０条第１項）についても不要になりました。

 一般に営利法人等の営利活動を通じての結果的な社会貢献はこの法令では認められて 

 いません。 

編集後記 

何時も原稿集めに苦労しますが、今回は、クラブのアクティビティの高さと投稿があり、文章を短く

するように編集しました。嬉しい悲鳴です。これからもクラブが活躍することを願ってやみません。 


